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(57)【要約】

【課題】　施工後に法面から部材の突出を無くし、植生

後に部材を早期に見えなくして優れた景観にできるとと

もに歩行時も安全で、少ない部材で作業に伴う労力を低

減できる施工性及び経済性に優れる補強筋法面工を提供

する。

【解決手段】　法面Ｎの地盤Ｇに複数の地中アンカー１

をそのアンカー引張部材２の頭部２ａが法面Ｎから突出

しないように所定間隔おいて打設し、打設した法面Ｎに

植生マット４と保護ネット５を重ねて敷設し、押えプレ

ート１０の筒体１０ａを地中に埋入しながらその孔をア

ンカー引張部材２の頭部２ａに挿入して植生マット４と

保護ネット５を法面Ｎに押し付け、押えプレート１０と

アンカー引張部材２の頭部２ａとを筒体１０ａ内で締具

により締着して植生マット４と保護ネット５を法面Ｎに

固定する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 法 面 地 盤 に 複 数 の 地 中 ア ン カ ー を 所 定 間 隔 お い て 打 設 し て 法 面 か ら ア ン カ ー 引 張 部 材 の

頭 部 を 突 出 さ せ 、 打 設 し た 法 面 に 植 生 マ ッ ト を 敷 設 し 、 植 生 マ ッ ト の 上 面 に 保 護 ネ ッ ト を

重 ね て 敷 設 し 、 板 材 の 中 央 部 を 穿 孔 し て 押 え プ レ ー ト と し 、 同 押 え プ レ ー ト の 孔 を 地 中 ア

ン カ ー の ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 に 挿 入 し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 押 し 付 け 、

押 え プ レ ー ト と ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 と を 締 具 に よ り 締 着 し 、 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト

を 法 面 に 固 定 し て 保 護 ・ 緑 化 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 補 強 筋 法 面 工 。

【 請 求 項 ２ 】

　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 を 掘 削 し た 削 孔 に 固 化 材 を 注 入 し 、 同 固 化 材 の 硬 化 前

に ア ン カ ー 引 張 部 材 を そ の 頭 部 が 露 出 す る よ う に し て 削 孔 に 挿 入 し 、 固 化 材 を 硬 化 さ せ て

ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も の で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 補 強 筋 法 面 工 。

【 請 求 項 ３ 】

　 法 面 地 盤 に 複 数 の 地 中 ア ン カ ー を そ の ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 が 法 面 か ら 突 出 し な い よ

う に 所 定 間 隔 お い て 打 設 し 、 打 設 し た 法 面 に 植 生 マ ッ ト を 敷 設 し 、 植 生 マ ッ ト の 上 面 に 保

護 ネ ッ ト を 重 ね て 敷 設 し 、 上 方 が 開 放 さ れ 且 つ 底 部 が 穿 孔 さ れ た 筒 体 の 開 放 縁 部 に 板 状 の

押 え 片 を 形 成 し て 押 え プ レ ー ト と し 、 同 押 え プ レ ー ト の 筒 体 を 地 中 に 埋 入 し な が ら 筒 体 の

孔 を ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 に 挿 入 し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 押 え 片 で 法 面 に 押 し 付

け 、 押 え プ レ ー ト と ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 と を 押 え プ レ ー ト の 筒 体 内 で 締 具 に よ り 締 着

し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 固 定 し 、 ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 を 法 面 か ら 突 出 さ

せ な い よ う に し て 法 面 を 保 護 ・ 緑 化 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 補 強 筋 法 面 工 。

【 請 求 項 ４ 】

　 締 着 し た 押 え プ レ ー ト の 筒 体 内 に 固 化 材 を 充 填 し て 被 覆 し 、 押 え プ レ ー ト の 上 面 を 平 坦

に 形 成 で き る よ う に し た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 補 強 筋 法 面 工 。

【 請 求 項 ５ 】

　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 を 掘 削 し た 削 孔 に ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 が 露 出 で き

る 量 の 固 化 材 を 注 入 し 、 同 固 化 材 の 硬 化 前 に ア ン カ ー 引 張 部 材 を そ の 頭 部 が 露 出 す る よ う

に し て 削 孔 に 挿 入 し 、 固 化 材 を 硬 化 さ せ て ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も の で

あ る 、 請 求 項 ３ 又 は ４ い ず れ か 記 載 の 補 強 筋 法 面 工 。

【 請 求 項 ６ 】

　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 に ア ン カ ー 引 張 部 材 を 直 接 圧 入 し 、 地 盤 と の 摩 擦 力 で

ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か 記 載 の 補 強 筋

法 面 工 。

【 請 求 項 ７ 】

　 押 え プ レ ー ト に 小 孔 を 複 数 形 成 し 、 小 孔 を 通 じ て 植 物 が 押 え プ レ ー ト の 上 方 に 植 生 で き

る よ う に し た 、 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か 記 載 の 補 強 筋 法 面 工 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 法 面 の 表 土 の 崩 落 と 流 出 を 防 止 し て 植 生 を 良 好 に す る 補 強 筋 法 面 工 に 関 す る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の 補 強 筋 法 面 工 と し て は 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る も の が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 技 術 は

、 法 面 地 盤 に 地 中 ア ン カ ー を 所 定 間 隔 で 打 設 し て 法 面 か ら ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 を 突 出

さ せ 、 打 設 し た 法 面 に 植 生 シ ー ト と 保 護 ネ ッ ト を 重 ね て 敷 設 し 、 フ レ ー ム 状 の 連 接 部 材 を

ア ン カ ー 引 張 部 材 間 に 縦 横 に 配 置 す る と と も に 、 連 接 部 材 を ア ン カ ー 引 張 部 材 の 位 置 で 連

結 し た 状 態 に し て ア ン カ ー 引 張 部 材 の 締 具 で 連 接 部 材 を 締 着 し 、 ア ン カ ー 引 張 部 材 で 締 着

し た 縦 横 の 連 接 部 材 で 保 護 ネ ッ ト 及 び 植 生 シ ー ト を 法 面 に 固 定 し て 植 生 さ せ る こ と を 特 徴

と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 技 術 に よ れ ば 、 安 価 で 且 つ 短 い 工 期 で 容 易 に 施 工 で き 、 植 生 シ ー ト と 保 護 ネ ッ ト で

表 土 の 崩 落 と 流 出 を 防 止 し て 植 生 を 良 好 に す る こ と が で き る 。 と こ ろ で 、 前 記 技 術 で は 多

数 の 重 い 部 材 が 必 要 で 作 業 に 労 力 を 伴 い コ ス ト も か か る も の で あ っ た 。 ま た 、 地 中 ア ン カ

ー の 頭 部 を 締 着 用 と し て 法 面 か ら 突 出 さ せ る よ う に 打 設 す る か ら 、 施 工 後 に 法 面 か ら 地 中

ア ン カ ー の 頭 部 や 連 接 部 材 が 突 出 し た 状 態 と な り 、 植 生 後 も 部 材 が 見 え て 景 観 を 悪 化 さ せ

る と と も に 歩 行 時 も 危 険 で あ っ た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ９ ９ ４ ８ ８ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 従 来 の こ れ ら の 問 題 点 を 解 消 し 、 少 な い 部 材 で 作 業

に 伴 う 労 力 を 低 減 で き る 施 工 性 及 び 経 済 性 に 優 れ る 補 強 筋 法 面 工 を 提 供 す る こ と に あ る 。

第 ２ の 課 題 は 施 工 後 に 法 面 か ら 部 材 が 突 出 し な い よ う に し 、 植 生 後 に 部 材 を 早 期 に 見 え な

く し て 優 れ た 景 観 に で き る と と も に 歩 行 時 も 安 全 な も の と す る 補 強 筋 法 面 工 を 提 供 す る こ

と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 か か る 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 構 成 は 、

１ ） 　 法 面 地 盤 に 複 数 の 地 中 ア ン カ ー を 所 定 間 隔 お い て 打 設 し て 法 面 か ら ア ン カ ー 引 張 部

材 の 頭 部 を 突 出 さ せ 、 打 設 し た 法 面 に 植 生 マ ッ ト を 敷 設 し 、 植 生 マ ッ ト の 上 面 に 保 護 ネ ッ

ト を 重 ね て 敷 設 し 、 板 材 の 中 央 部 を 穿 孔 し て 押 え プ レ ー ト と し 、 同 押 え プ レ ー ト の 孔 を 地

中 ア ン カ ー の ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 に 挿 入 し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 押 し 付

け 、 押 え プ レ ー ト と ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 と を 締 具 に よ り 締 着 し 、 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ

ッ ト を 法 面 に 固 定 し て 保 護 ・ 緑 化 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 補 強 筋 法 面 工

２ ） 　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 を 掘 削 し た 削 孔 に 固 化 材 を 注 入 し 、 同 固 化 材 の 硬

化 前 に ア ン カ ー 引 張 部 材 を そ の 頭 部 が 露 出 す る よ う に し て 削 孔 に 挿 入 し 、 固 化 材 を 硬 化 さ

せ て ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も の で あ る 、 前 記 １ ） 記 載 の 補 強 筋 法 面 工

３ ） 　 法 面 地 盤 に 複 数 の 地 中 ア ン カ ー を そ の ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 が 法 面 か ら 突 出 し な

い よ う に 所 定 間 隔 お い て 打 設 し 、 打 設 し た 法 面 に 植 生 マ ッ ト を 敷 設 し 、 植 生 マ ッ ト の 上 面

に 保 護 ネ ッ ト を 重 ね て 敷 設 し 、 上 方 が 開 放 さ れ 且 つ 底 部 が 穿 孔 さ れ た 筒 体 の 開 放 縁 部 に 板

状 の 押 え 片 を 形 成 し て 押 え プ レ ー ト と し 、 同 押 え プ レ ー ト の 筒 体 を 地 中 に 埋 入 し な が ら 筒

体 の 孔 を ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 に 挿 入 し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 押 え 片 で 法 面 に 押

し 付 け 、 押 え プ レ ー ト と ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 と を 押 え プ レ ー ト の 筒 体 内 で 締 具 に よ り

締 着 し て 植 生 マ ッ ト と 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 固 定 し 、 ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 を 法 面 か ら 突

出 さ せ な い よ う に し て 法 面 を 保 護 ・ 緑 化 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 補 強 筋 法 面

工

４ ） 　 締 着 し た 押 え プ レ ー ト の 筒 体 内 に 固 化 材 を 充 填 し て 被 覆 し 、 押 え プ レ ー ト の 上 面 を

平 坦 に 形 成 で き る よ う に し た 、 前 記 ３ ） 記 載 の 補 強 筋 法 面 工

５ ） 　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 を 掘 削 し た 削 孔 に ア ン カ ー 引 張 部 材 の 頭 部 が 露 出

で き る 量 の 固 化 材 を 注 入 し 、 同 固 化 材 の 硬 化 前 に ア ン カ ー 引 張 部 材 を そ の 頭 部 が 露 出 す る

よ う に し て 削 孔 に 挿 入 し 、 固 化 材 を 硬 化 さ せ て ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も

の で あ る 、 前 記 ３ ） 又 は ４ ） い ず れ か 記 載 の 補 強 筋 法 面 工

６ ） 　 地 中 ア ン カ ー の 打 設 が 、 法 面 地 盤 に ア ン カ ー 引 張 部 材 を 直 接 圧 入 し 、 地 盤 と の 摩 擦

力 で ア ン カ ー 引 張 部 材 を 固 定 す る よ う に し た も の で あ る 、 前 記 １ ） ～ ５ ） い ず れ か 記 載 の

補 強 筋 法 面 工

７ ） 　 押 え プ レ ー ト に 小 孔 を 複 数 形 成 し 、 小 孔 を 通 じ て 植 物 が 押 え プ レ ー ト の 上 方 に 植 生

で き る よ う に し た 、 前 記 １ ） ～ ６ ） い ず れ か 記 載 の 補 強 筋 法 面 工

に あ る 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 と 比 較 し て 重 量 を 有 す る 多 数 の 連 接 部 材 を 必 要 と し な い か ら 労 力

を 低 減 で き 、 作 業 性 が 良 好 で 経 済 的 に 実 施 で き る 。 ま た 、 地 中 ア ン カ ー を 法 面 か ら 突 出 し

な い よ う に 打 設 し 、 押 え プ レ ー ト の 筒 体 を 地 中 に 埋 入 さ せ て 締 着 さ せ る も の は 、 法 面 に 突

起 物 が 無 く ほ ぼ 平 坦 に 施 工 で き 、 植 生 後 は 早 期 に 部 材 が 隠 れ て 見 え な く な る と と も に 歩 行

時 も 安 全 な も の と な る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 地 中 ア ン カ ー の 打 設 は 、 削 孔 に モ ル タ ル 等 の 固 化 材 を 注 入 し て ア ン カ ー 引 張 部

材 を 挿 入 し て 固 化 材 を 硬 化 さ せ る 方 法 や 、 ア ン カ ー 引 張 部 材 を 直 接 地 中 へ 打 撃 圧 入 す る 方

法 に よ る も の が あ り 、 地 盤 の 土 質 等 に 応 じ て 選 ば れ る 。 押 え プ レ ー ト は 金 属 や そ の 他 ア ン

カ ー と し て の 必 要 強 度 を 有 す る 材 料 で 構 成 さ れ 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 色 に 着 色 し て 目 立 た

な く さ せ る こ と も で き る 。 植 生 マ ッ ト と し て は 、 植 生 布 ， 自 然 の 植 生 材 ， 芝 ， 種 子 入 り の

不 織 布 等 が あ る 。 保 護 ネ ッ ト と し て は 、 金 網 ， 硬 質 な プ ラ ス チ ッ ク ネ ッ ト な ど が あ り 、 で

き る だ け 目 の 粗 い も の を 用 い て 植 生 を 阻 害 し な い よ う に す る 。 以 下 、 本 発 明 の 各 実 施 例 を

図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 図 １ ～ ６ に 示 す 実 施 例 １ は 、 崩 壊 し た 法 面 を 地 中 ア ン カ ー で 安 定 さ せ る と と も に 全 面 に

植 物 を 植 生 さ せ 、 土 壌 侵 食 を 抑 え な が ら 景 観 に 優 れ る 緑 化 法 面 を 形 成 す る 例 で あ る 。 図 １

は 実 施 例 １ の 施 工 後 の 法 面 の 断 面 図 、 図 ２ は 実 施 例 １ の 押 え プ レ ー ト の 斜 視 図 、 図 ３ ， ４

は 実 施 例 １ の 施 工 工 程 の 説 明 図 、 図 ５ は 実 施 例 １ の 押 え プ レ ー ト の 締 着 状 態 を 示 す 拡 大 断

面 図 、 図 ６ は 実 施 例 の 施 工 後 の 法 面 の 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 中 、 １ は 地 中 ア ン カ ー 、 ２ は ア ン カ ー 引 張 部 材 、 ２ ａ は 頭 部 、 ３ は 削 孔 、 ４ は 植 生 マ

ッ ト 、 ５ は 保 護 ネ ッ ト 、 ６ は 押 え プ レ ー ト 、 ６ ａ は ア ン カ ー 孔 、 ６ ｂ は 小 孔 、 ７ は ワ ッ シ

ャ ー 、 ８ は ナ ッ ト 、 ８ ａ は 保 護 キ ャ ッ プ 、 ９ は バ ッ ク ホ ウ 、 ９ ａ は オ ー ガ 、 Ｇ は 地 盤 、 Ｍ

は モ ル タ ル 、 Ｎ は 法 面 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 実 施 例 １ で は 、 ま ず 崩 壊 し た 法 面 Ｎ を シ ョ ベ ル 等 の 重 機 で 平 坦 に 整 形 し 、 図 ３ （ ａ ） に

示 す よ う に バ ッ ク ホ ウ ９ に 取 り 付 け た オ ー ガ ９ ａ で 法 面 Ｎ を 直 角 （ 所 定 角 度 を つ け る 場 合

も あ る ） に 掘 削 し て 深 さ ２ ～ １ ６ ｍ 程 度 （ 実 施 例 １ で は ３ ｍ ） の 削 孔 ３ を １ ． ４ ｍ 等 変 間

隔 に 複 数 形 成 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 削 孔 ３ に モ ル タ ル Ｍ を 注 入 し 、 モ ル タ ル Ｍ が 硬 化 す る 前

に 長 さ ２ ～ １ ６ ｍ 程 度 （ 本 実 施 例 で は ３ ｍ ） の 棒 鋼 か ら な る ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ を そ の 頭

部 ２ ａ が 法 面 Ｎ か ら 若 干 突 出 す る よ う に 挿 入 し 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 種 子 入 り の 不 織

布 か ら な る 植 生 マ ッ ト ４ を 法 面 Ｎ に 敷 設 し 、 １ ０ ｃ ｍ 間 隔 に 格 子 状 に 形 成 さ れ た 金 属 製 の

保 護 ネ ッ ト ５ を 植 生 マ ッ ト ４ の 上 面 に 重 ね て 敷 設 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 次 に 、 モ ル タ ル Ｍ が 硬 化 す る と 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ に 押 え プ

レ ー ト ６ を 取 り 付 け る 。 押 え プ レ ー ト ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 中 央 部 に ３ ０ ｍ ｍ の ア ン カ

ー 孔 ６ ａ が 形 成 さ れ た 厚 さ ６ ｍ ｍ ， 縦 横 が ３ ０ ０ ｍ ｍ の 鋼 板 か ら な り 、 ア ン カ ー 孔 ６ ａ の

周 囲 に 複 数 の 小 孔 ６ ｂ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 押 え プ レ ー ト ６ の ア ン カ ー 孔 ６ ａ を 図 ５ に 示 す よ う に ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ の 頭 部 ２

ａ に 挿 入 し て 植 生 マ ッ ト ４ と 保 護 ネ ッ ト ５ を 法 面 Ｎ に 押 え 付 け 、 露 出 し た ア ン カ ー 引 張 部

材 ２ の 頭 部 ２ ａ に ワ ッ シ ャ ー ７ と ナ ッ ト ８ を 螺 挿 し て ラ チ ェ ッ ト 等 で 強 く 締 め 付 け 、 植 生

マ ッ ト ４ と 保 護 ネ ッ ト ５ を 法 面 Ｎ に 固 定 す る 地 中 ア ン カ ー １ を 構 成 す る 。 そ の 後 、 モ ル タ

ル Ｍ を 詰 め た 保 護 キ ャ ッ プ ８ ａ で ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ の 頭 部 ２ ａ と ナ ッ ト ８ を 被 せ て 内 部
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を モ ル タ ル Ｍ で 充 填 し 、 モ ル タ ル Ｍ を 硬 化 さ せ て 図 １ ， ６ に 示 す 法 面 Ｎ に 仕 上 げ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う に 、 実 施 例 １ で は 従 来 の よ う に 重 量 を 有 す る 多 数 本 の 連 接 部 材 を 用 い ず 、 小 型

の 鋼 板 か ら な る 押 え プ レ ー ト ６ で 植 生 ネ ッ ト ４ と 保 護 ネ ッ ト ５ を 押 え 付 け る よ う に し た か

ら 、 従 来 と 比 較 し て 労 力 を 低 減 で き 、 作 業 性 が 良 好 で 経 済 的 に 実 施 で き る よ う に な っ た 。

ま た 、 押 え プ レ ー ト ６ の 小 孔 ６ ｂ か ら も 植 生 し て 、 ほ ぼ 完 全 に 部 材 を 隠 し て 緑 化 で き た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ７ ～ １ ３ に 示 す 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ の 平 型 の 押 え プ レ ー ト に 代 え て 凹 所 を 備 え た 押

え プ レ ー ト を 用 い 、 突 起 物 を 無 く し て 平 坦 な 法 面 に 施 工 す る 例 で あ る 。 図 ７ は 実 施 例 ２ の

施 工 後 の 法 面 の 断 面 図 、 図 ８ は 実 施 例 ２ の 押 え プ レ ー ト の 斜 視 図 、 図 ９ は 図 ８ の Ａ － Ａ 断

面 図 、 図 １ ０ ， １ １ は 実 施 例 ２ の 施 工 工 程 の 説 明 図 、 図 １ ２ は 実 施 例 ２ の 押 え プ レ ー ト の

締 着 状 態 を 示 す 拡 大 断 面 図 、 図 １ ３ は 実 施 例 ２ の 施 工 後 の 法 面 の 平 面 図 で あ る 。 図 中 、 １

０ は 押 え プ レ ー ト 、 １ ０ ａ は 筒 体 、 １ ０ ｂ は ア ン カ ー 孔 、 １ ０ ｃ は 押 え 片 、 １ ０ ｄ は 小 孔

で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 実 施 例 ２ で は 、 ま ず 崩 壊 し た 法 面 Ｎ を シ ョ ベ ル 等 の 重 機 で 平 坦 に 整 形 し 、 図 １ ０ （ ａ ）

に 示 す よ う に バ ッ ク ホ ウ ９ に 取 り 付 け た オ ー ガ ９ ａ で 法 面 Ｎ を 直 角 （ 所 定 の 角 度 を つ け る

場 合 も あ る ） に 掘 削 し て 深 さ ２ ～ １ ６ ｍ 程 度 （ 実 施 例 ２ で は ３ ｍ ） の 削 孔 ３ を １ ． ４ ｍ 等

変 間 隔 に 複 数 形 成 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 削 孔 ３ に 法 面 Ｎ か ら お よ そ １ ０ ｃ ｍ 残 す 量 の モ ル タ ル

Ｍ を 注 入 し 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に モ ル タ ル Ｍ が 硬 化 す る 前 に 長 さ ２ ～ １ ６ ｍ 程 度 （

本 実 施 例 で は ３ ｍ ） の 棒 鋼 か ら な る ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ を そ の 頭 部 ２ ａ が 法 面 Ｎ か ら 突 出

し な い よ う に 挿 入 し て 頭 部 ２ ａ を モ ル タ ル Ｍ か ら 露 出 し 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 種 子

入 り の 不 織 布 か ら な る 植 生 マ ッ ト ４ を 法 面 Ｎ に 敷 設 し 、 １ ０ ｃ ｍ 間 隔 に 格 子 状 に 形 成 さ れ

た 金 属 製 の 保 護 ネ ッ ト ５ を 植 生 マ ッ ト ４ の 上 面 に 重 ね て 敷 設 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 次 に 、 モ ル タ ル Ｍ が 硬 化 す る と 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ に 押 え

プ レ ー ト １ ０ を 取 り 付 け る 。 押 え プ レ ー ト １ ０ は 、 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 上 面 が 開 放 さ れ

底 面 に ３ ０ ｍ ｍ の ア ン カ ー 孔 １ ０ ｂ が 形 成 さ れ た 鋼 管 か ら な る 筒 体 １ ０ ａ の 開 口 縁 部 に 厚

さ ６ ｍ ｍ ， 縦 横 が ３ ０ ０ ｍ ｍ の 鋼 板 か ら な る 押 え 片 １ ０ ｃ を 溶 着 し 、 押 え 片 １ ０ ｃ に 複 数

の 小 孔 １ ０ ｄ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の 押 え プ レ ー ト １ ０ の ア ン カ ー 孔 １ ０ ｂ を 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ア ン カ ー 引 張 部

材 ２ の 頭 部 ２ ａ に 挿 入 し な が ら 筒 体 １ ０ ａ を 地 中 に 埋 入 し て 植 生 マ ッ ト ４ と 保 護 ネ ッ ト ５

を 押 え 片 １ ０ ｃ で 法 面 Ｎ に 押 え 付 け 、 筒 体 １ ０ ａ 内 に 露 出 し た ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ の 頭 部

２ ａ に ワ ッ シ ャ ー ７ と ナ ッ ト ８ を 螺 挿 し て ラ チ ェ ッ ト 等 で 強 く 締 め 付 け 、 植 生 マ ッ ト ４ と

保 護 ネ ッ ト ５ を 法 面 Ｎ に 固 定 す る 地 中 ア ン カ ー １ を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 そ の 後 、 押 え プ レ ー ト １ ０ の 筒 体 １ ０ ａ 内 に モ ル タ ル Ｍ を 充 填 し て 閉 塞 し 、 モ ル タ ル Ｍ

を 硬 化 さ せ て 図 ７ ， １ ３ に 示 す 法 面 Ｎ に 仕 上 げ る 。 こ の よ う に し て 施 工 さ れ た 法 面 Ｎ は 、

表 面 に 従 来 の よ う な 突 起 物 が な く 平 坦 に 形 成 さ れ て お り 、 植 生 後 は 早 期 に 部 材 が 隠 れ て 見

え な く な る と と も に 歩 行 時 も 安 全 な も の と な っ た 。 ま た 、 押 え プ レ ー ト １ ０ の 小 孔 １ ０ ｄ

か ら も 植 生 し て 、 ほ ぼ 完 全 に 部 材 を 隠 し て 緑 化 で き た 。 そ の 他 、 符 号 、 構 成 は 実 施 例 １ と

同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ ４ に 示 す の は 、 実 施 例 ２ の 地 中 ア ン カ ー の 打 設 の 他 の 例 で あ る 。 図 １ ４ は 実 施 例 ２

の 他 の 例 の 地 中 ア ン カ ー の 打 設 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 中 、 １ １ は ガ イ ド レ ー ル 、 １ ２ は

ウ イ ン チ 、 １ ３ は ワ イ ヤ ー 、 １ ４ は 支 柱 、 １ ５ は ジ ャ ッ ク ハ ン マ ー 、 １ ６ は 間 知 ブ ロ ッ ク
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で あ る 。 図 １ ４ に 示 す 方 法 で は 、 法 面 Ｎ に 沿 っ て ガ イ ド レ ー ル １ １ を 縦 方 向 に 配 設 し 、 ガ

イ ド レ ー ル １ １ の 頂 部 に ウ イ ン チ １ ２ を 取 り 付 け 、 打 設 す べ き 箇 所 の 近 接 位 置 に 支 柱 １ ４

を 建 て て ウ イ ン チ １ ２ の ワ イ ヤ ー １ ３ で 支 持 し 、 支 柱 １ ４ に ジ ャ ッ ク ハ ン マ ー １ ５ を 取 り

付 け て ア ン カ ー 引 張 部 材 ２ を 地 盤 Ｇ へ 打 撃 圧 入 し て い く 。 こ の 直 打 ち は 人 力 の 他 に 規 模 や

法 面 Ｎ の 角 度 等 に 応 じ て バ ッ ク ホ ウ 等 の 重 機 を 用 い て 行 っ て も よ い 。 そ の 他 、 符 号 、 構 成

は 実 施 例 ２ と 同 じ で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 補 強 筋 法 面 工 は 、 崩 壊 し た 法 面 又 は 崩 壊 し 易 い 法 面 の 保 護 ， 緑 化 に 有 用 で あ る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ の 施 工 後 の 法 面 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 押 え プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 例 の 施 工 工 程 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 実 施 例 の 施 工 工 程 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 実 施 例 の 押 え プ レ ー ト の 締 着 状 態 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 実 施 例 の 施 工 後 の 法 面 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 実 施 例 ２ の 施 工 後 の 法 面 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 実 施 例 ２ の 押 え プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ８ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 実 施 例 ２ の 施 工 工 程 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 実 施 例 ２ の 施 工 工 程 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 実 施 例 ２ の 押 え プ レ ー ト の 締 着 状 態 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 実 施 例 ２ の 施 工 後 の 法 面 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 実 施 例 ２ の 他 の 例 の 地 中 ア ン カ ー の 打 設 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 　 　 １ 　 地 中 ア ン カ ー

　 　 　 ２ 　 ア ン カ ー 引 張 部 材

　 　 　 ２ ａ 　 頭 部

　 　 　 ３ 　 削 孔

　 　 　 ４ 　 植 生 マ ッ ト

　 　 　 ５ 　 保 護 マ ッ ト

　 　 　 ６ 　 押 え プ レ ー ト

　 　 　 ６ ａ 　 ア ン カ ー 孔

　 　 　 ６ ｂ 　 小 孔

　 　 　 ７ 　 ワ ッ シ ャ ー

　 　 　 ８ 　 ナ ッ ト

　 　 　 ８ ａ 　 保 護 キ ャ ッ プ

　 　 　 ９ 　 バ ッ ク ホ ウ

　 　 　 ９ ａ 　 オ ー ガ

　 　 １ ０ 　 押 え プ レ ー ト

　 　 １ ０ ａ 　 筒 体

　 　 １ ０ ｂ 　 ア ン カ ー 孔

　 　 １ ０ ｃ 　 押 え 片

　 　 １ ０ ｄ 　 小 孔

　 　 １ １ 　 ガ イ ド レ ー ル

　 　 １ ２ 　 ウ イ ン チ

　 　 １ ３ 　 ワ イ ヤ ー
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　 　 １ ４ 　 支 柱

　 　 １ ５ 　 ジ ャ ッ ク ハ ン マ ー

　 　 １ ６ 　 間 知 ブ ロ ッ ク

　 　 　 　 Ｇ 　 地 盤

　 　 　 　 Ｍ 　 モ ル タ ル

　 　 　 　 Ｎ 　 法 面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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